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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月17日(2015.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　本発明の代表的な化合物としては、実施例１～８０の化合物、具体的には、
　４－メチル－３－｛［６－（メチルチオ）－４－キナゾリニル］アミノ｝フェノール、
　４－メチル－３－｛［６－（メチルスルホニル）－４－キナゾリニル］アミノ｝フェノ
ール、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）チオ］
－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホ
ニル］－４－キナゾリンアミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（５－フルオロ－１Ｈ－インダゾール－３
－イル）キナゾリン－４－アミン、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１－メチルエチル）スルホニル］
－４－キナゾリンアミン、
　２－｛［４－（１，３－ベンゾチアゾール－５－イルアミノ）－６－キナゾリニル］ス
ルホニル｝エタノール、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－
イルスルホニル）－４－キナゾリンアミン、
　３－｛［４－（１，３－ベンゾチアゾール－５－イルアミノ）－６－キナゾリニル］ス
ルホニル｝－３－メチル－１－ブタノール、
　２－（（４－（（４，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）アミノ）－７－メ
トキシキナゾリン－６－イル）スルホニル）エタノール、
　Ｎ－（５－フルオロ－１Ｈ－インダゾール－３－イル）－６－［（１－メチルエチル）
スルホニル］－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－（４，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－６－［（１－メチルエチル
）スルホニル］－４－キナゾリンアミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－３－イル）キナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（１，３，４－トリメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－５－イル）キナゾリン－４－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）ベンゾ［
ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（イソプロピルスルホニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）ベンゾ
［ｄ］チアゾール－５－アミン、
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　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニ
ル）キナゾリン－７－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－エトキシキナゾリン－４－イル）ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－エトキシキナゾリン－４－イル）－
Ｎ－エチルベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）エタノール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（ジフルオロメトキシ）キナゾリン
－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２，２，２－トリフルオロエトキ
シ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（メトキシメトキシ）キナゾリン－
４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（シクロヘキシルメトキシ）キナゾ
リン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－
４－イル）オキシ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－クロロエトキシ）キナゾリン
－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　（Ｒ）－１－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－２－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－プロポキシキナゾリン－４－イル）
ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－（メチルチオ）エトキシ）キ
ナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（７－（２－ブロモエトキシ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン
－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）キ
ナゾリン－７－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）－７－イソプロポキシキナゾリン－４－イル）ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－イソプロポキシキナゾリン－４－イ
ル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　エチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－
ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）－２－メチルプロパノアート、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）－２－メチルプロパン－１－オール、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホ
ニル］－７－エテニル－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホ
ニル］－７－エチル－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－クロロキナゾリン－４－イル）ベン
ゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－クロロ－Ｎ－（４，５－ジメチル－１Ｈ－
ピラゾール－３－イル）キナゾリン－４－アミン、
　６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホニル］－Ｎ－（５－フルオロ－１Ｈ－ピラゾ
ロ［３，４－ｂ］ピリジン－３－イル）－７－（メチルオキシ）－４－キナゾリンアミン
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、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（４－クロロ－３－メトキシフェニル）－
７－メトキシキナゾリン－４－アミン、
　５－（（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）
アミノ）－２－クロロフェノール、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－メトキシ－Ｎ－（３－メチル－１Ｈ－イン
ダゾール－６－イル）キナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－
７－メトキシキナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（１Ｈ－インダゾール－６－イル）－７－
メトキシキナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（４，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－
３－イル）－７－メトキシキナゾリン－４－アミン、
　（Ｅ）－３－（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－
ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）プロパ－２－エン－１－オール、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン
－６－イル）スルホニル）エタノール、
　（Ｒ）－メチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔ
ｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパノアート、
　（Ｓ）－メチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔ
ｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパノアート、
　メチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－
ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパノアート、
　（Ｒ）－２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　（Ｓ）－２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－４－（（４－クロロ－２－フルオロフェニル）
アミノ）キナゾリン－７－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルフィニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）
ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アセトアミド、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）酢酸、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－（メチルスルホニル）エトキ
シ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－（イソプロピルスルホニル）
エトキシ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　（Ｅ）－メチル３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔ
ｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アクリラート、
　（Ｅ）－３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アクリルアミド、
　（Ｅ）－３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アクリル酸、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（ビニルオキシ）キナゾリン－４－
イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ，Ｎ－ジメチル
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キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－イソプロピル－７－メトキシ
キナゾリン－６－スルホンアミド、
　Ｎ－（７－メトキシ－６－（ピロリジン－１－イルスルホニル）キナゾリン－４－イル
）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（７－メトキシ－６－（モルホリノスルホニル）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［
ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－
７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（テトラヒド
ロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシ－２－メチ
ルプロピル）－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　１－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン
－６－イル）スルホニル）ピロリジン－３－オール、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）
－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（２－メトキ
シエチル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（オキセタン
－３－イル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－（ジメチルアミノ）エ
チル）－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　１－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン
－６－イル）スルホニル）ピロリジン－２－カルボン酸、
　１－（４－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナ
ゾリン－６－イル）スルホニル）ピペラジン－１－イル）エタノン、
　Ｎ－（２－（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）エチル）－４－（ベンゾ［ｄ］チアゾー
ル－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（（テトラヒ
ドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）メチル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
　またはその塩、特に薬学的に許容可能な塩が含まれる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２５】
実施例９
３－｛［４－（１，３－ベンゾチアゾール－５－イルアミノ）－６－キナゾリニル］スル
ホニル｝－３－メチル－１－ブタノール
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【化４１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　Ｒ１は、Ｈ、－ＳＯ２（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、－ＣＯ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、また
は（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；
　Ｒ２は、－ＳＲａ、－ＳＯＲａ、または－ＳＯ２Ｒａであり、Ｒａが、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、４～７員ヘテ
ロシクロアルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　前記（Ｃ１－Ｃ６）アルキルは、シアノ、ヒドロキシル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ２－Ｃ６）アルコキシ、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキル、フェ
ニル、５～６員ヘテロアリール、９－１０員ヘテロアリール、４～７員ヘテロシクロアル
キル、および（フェニル）（Ｃ１－Ｃ４アルキル）アミノ－からそれぞれ独立して選択さ
れる１または２個の基によって置換されていてもよく、前記（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキ
ル、フェニル、（フェニル）（Ｃ１－Ｃ４アルキル）アミノ－、５～６員ヘテロアリール
、９～１０員ヘテロアリール、または４～７員ヘテロシクロアルキルは、ハロゲン、－Ｃ
Ｆ３、ヒドロキシル、アミノ、（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル）アミノ－、（（Ｃ１－Ｃ４）
アルキル）（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル）アミノ－、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、フェニル（
Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、および（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルコキシからそれぞれ独立して選択される１～３個の基によって置換されていてもよく、
　前記（Ｃ３－Ｃ７）シクロアルキルまたは４～７員ヘテロシクロアルキルは、ハロゲン
、－ＣＦ３、ヒドロキシル、アミノ、（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル）アミノ－、（（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル）（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル）アミノ－、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、フェ
ニル（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、オキソ、および
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（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシからそれぞれ独立して選択される１～３個の基によって置換さ
れていてもよく、
　前記アリールまたはヘテロアリールは、ハロゲン、－ＣＦ３、ヒドロキシル、アミノ、
（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル）アミノ－、（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル）（（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル）アミノ－、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、ヒド
ロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、および（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシからそれぞれ独立し
て選択される１～３個の基によって置換されていてもよく；
　Ｒ３は、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、（Ｃ２－Ｃ４）アル
ケニル－、ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－、ハロ（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシ－、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、ハロ（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ２－Ｃ６

）アルコキシ－、ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ２－Ｃ６）アルコキシ－、ヒドロキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、ヒドロキシ（Ｃ２－Ｃ６）アルコキシ－、シアノ（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル－、シアノ（Ｃ２－Ｃ６）アルコキシ－、カルボキシ－（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルコキシ－、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルコキシ
－、４～６員ヘテロシクロアルキル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－、または４～６員ヘテロ
シクロアルコキシ－であり、
　前記ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－、ハロ（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－、またはハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ

２－Ｃ６）アルコキシ－基は、２または３個のハロ原子を含み；
　前記（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－または（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルコキシ－の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル部分は、シアノ、ハロ、ヒドロキシ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、および（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ２－Ｃ６）アルコ
キシから選択される基によって置換されていてもよく；
　前記４～６員ヘテロシクロアルキル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－または４～６員ヘテロ
シクロアルコキシ－の４～６員ヘテロシクロアルキル部分は、シアノ、ハロ、ヒドロキシ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、および（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ（Ｃ２－Ｃ６）アルコ
キシから選択される基によって置換されていてもよく；
　Ｚは、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７で置換された、フェニルまたはアリール（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル－であり、
　Ｒ４は、Ｈ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、フェノキシ、フェニル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、ヒド
ロキシル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、またはアミノカルボニルであり、前記
フェノキシまたはフェニル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－のフェニル部分は、ハロゲン、－
ＣＦ３、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、および（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシからそれぞれ独立し
て選択される１～３個の置換基によって置換されていてもよく；
　Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７は、それぞれ独立して、Ｈ、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ

３、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、および（Ｃ１－Ｃ４

）アルコキシから選択され；あるいは
　Ｚは、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０で置換された、フェニルまたはピリジルであり、
　Ｒ８およびＲ９は、隣接原子上に位置し、それらが結合している原子と一緒に、Ｎ、Ｏ
、およびＳからそれぞれ独立して選択される１、２、または３個のヘテロ原子を含む５員
複素環基を形成し、前記５員複素環基はＲ１１で置換されており；
　Ｒ１０またはＲ１１の一方は、Ｈ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、ハロ
（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、フェノキシ、フェニル（Ｃ１－Ｃ

４）アルコキシ、ヒドロキシル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、またはアミノカ
ルボニルであり、前記フェノキシまたはフェニル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシのフェニル部
分は、ハロゲン、－ＣＦ３、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、および（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ
からそれぞれ独立して選択される１～３個の置換基によって置換されていてもよく；
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　Ｒ１０またはＲ１１のもう一方は、Ｈ、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、ヒドロキ
シ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、または（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ
であり；あるいは、
　Ｚは、式：
【化２】

〔式中、
　Ｒ１２は、Ｈ、メチル、またはヒドロキシメチルであり；
　Ｒ１３は、メチル、トリフルオロメチル、またはヒドロキシメチルであり；
　Ｒ１４は、Ｈ、ＯＨ、または（Ｃ１－Ｃ３）アルキルであり；あるいは、
　Ｒ１２およびＲ１３は、それらが結合している原子と一緒に、Ｒ１５およびＲ１６で置
換された６員の炭素環または複素環を形成し、前記複素環が１個の窒素原子を含み；
　Ｒ１５およびＲ１６は、それぞれ独立して、Ｈ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、フェノキシ、フェニ
ル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、ヒドロキシル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－、お
よびアミノカルボニルから選択され、前記フェノキシまたはフェニル（Ｃ１－Ｃ４）アル
コキシのフェニル部分は、ハロゲン、－ＣＦ３、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、および（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシからそれぞれ独立して選択される１～３個の置換基によって置換され
ていてもよい〕で表されるピラゾリルである］の化合物であって、
　エチル５－｛［４－［（３－クロロ－４－フルオロフェニル）アミノ］－７－（メトキ
シ）－６－キナゾリニル］チオ｝ペンタノアート、
　エチル４－｛［４－［（３－クロロ－４－フルオロフェニル）アミノ］－７－（メトキ
シ）－６－キナゾリニル］チオ｝ブタノアート、
　エチル７－｛［４－［（３－クロロ－４－フルオロフェニル）アミノ］－７－（メトキ
シ）－６－キナゾリニル］チオ｝ヘプタノアート、
　Ｎ－（３－クロロ－４－フルオロフェニル）－７－メトキシ－６－［（トリフルオロメ
チル）スルホニル］－４－キナゾリンアミン、
　エチル７－｛［４－［（３－クロロ－４－フルオロフェニル）アミノ］－７－（メトキ
シ）－６－キナゾリニル］スルホニル｝ヘプタノアート、
　Ｎ－［（３，４－ジフルオロフェニル）メチル］－６－［（メチル）スルホニル］－４
－キナゾリンアミン、
　３－メトキシ－５－［［６－［（メチルチオ）］－４－キナゾリニル］アミノ］－フェ
ノール、
　３－メトキシ－５－［［６－［（メチルスルフィニル）］－４－キナゾリニル］アミノ
］－フェノール、
　Ｎ－［（３，４－ジクロロフェニル）メチル］－６－（メチルチオ）－４－キナゾリン
アミン、
　Ｎ－［（３－フルオロ－４－メトキシフェニル）メチル］－６－（メチルチオ）－４－
キナゾリンアミン、
　６－（メチルチオ）－Ｎ－［４－（フェニルメトキシ）フェニル］－４－キナゾリンア
ミン、
　６－（メチルスルホニル）－Ｎ－［４－（フェニルメトキシ）フェニル］－４－キナゾ
リンアミン、
　６－（メチルスルフィニル）－Ｎ－［４－（フェニルメトキシ）フェニル］－４－キナ
ゾリンアミン、
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　６－（メチルチオ）－Ｎ－（４－（フェノキシフェニル）－４－キナゾリンアミン、
Ｎ－（３－（メチルフェニル）－６－（メチルチオ）－４－キナゾリンアミン、
３－（（６－（メチルチオ）キナゾリン－４－イル）アミノ）フェノール、
３－（（６－（メチルスルフィニル）キナゾリン－４－イル）アミノ）フェノール、
４－メチル－３－（（６－（メチルチオ）キナゾリン－４－イル）アミノ）フェノール、
４－メチル－３－（（６－（メチルスルフィニル）キナゾリン－４－イル）アミノ）フェ
ノール、
２－クロロ－５－（（６－（メチルチオ）キナゾリン－４－イル）アミノ）フェノール、
２－クロロ－５－（（６－（メチルスルフィニル）キナゾリン－４－イル）アミノ）フェ
ノール、
ではない、化合物またはその塩。
【請求項２】
　Ｒ１がＨである、請求項１に記載の化合物または塩。
【請求項３】
　Ｒ２が－ＳＯ２Ｒａである、請求項１または２に記載の化合物または塩。
【請求項４】
　Ｒａが、－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３）２、－Ｃ（ＣＨ３）３、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－
Ｃ（ＣＨ３）２ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、またはテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルである
、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物または塩。
【請求項５】
　Ｒ３が、ハロゲン、ヒドロキシ、（Ｃ１－Ｃ３）アルキル－、（Ｃ２－Ｃ３）アルケニ
ル－、ハロ（Ｃ１－Ｃ２）アルキル－、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－、ハロ（Ｃ１－Ｃ３

）アルコキシ－、（Ｃ５－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ－、５～６員
ヘテロシクロアルキル－オキシ－、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－
、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシ（Ｃ２－Ｃ４）アルコキシ－、カルボキシ－（Ｃ１－Ｃ４）
アルコキシ－、（Ｃ１－Ｃ３）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－、また
はヒドロキシ（Ｃ２－Ｃ４）アルコキシ－である、請求項１～４のいずれか一項に記載の
化合物または塩。
【請求項６】
　Ｒ３が、Ｈ、クロロ、－ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ＝ＣＨ２、－ＯＨ、－ＯＣＨ３、－ＯＣ
Ｆ２Ｈ、－ＯＣＨ（ＣＨ３）２、－ＯＣＨ２ＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＦ３、－ＯＣＨ２ＣＨ

２Ｃｌ、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ

３、－ＯＣ（ＣＨ３）２ＣＨ２ＯＨ、－ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＯＨ、－ＯＣ（ＣＨ３）

２ＣＯ２ＣＨ２ＣＨ３、－ＯＣＨ２－シクロヘキシル、または－Ｏ－テトラヒドロ－２Ｈ
－ピラン－４－イルである、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物または塩。
【請求項７】
　Ｚが、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、または（Ｃ

１－Ｃ４）アルコキシからなる群から独立して選択される１～３個の置換基によって置換
されていてもよいベンゾチアゾリルである、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物
または塩。
【請求項８】
　Ｚがピラゾリルであり、Ｒ１２がＨまたはメチルであり、Ｒ１３がメチルまたはトリフ
ルオロメチルであり、Ｒ１４がＨまたはメチルである、請求項１～６のいずれか一項に記
載の化合物または塩。
【請求項９】
　４－メチル－３－｛［６－（メチルチオ）－４－キナゾリニル］アミノ｝フェノール、
　４－メチル－３－｛［６－（メチルスルホニル）－４－キナゾリニル］アミノ｝フェノ
ール、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）チオ］
－４－キナゾリンアミン、
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　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホ
ニル］－４－キナゾリンアミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（５－フルオロ－１Ｈ－インダゾール－３
－イル）キナゾリン－４－アミン、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１－メチルエチル）スルホニル］
－４－キナゾリンアミン、
　２－｛［４－（１，３－ベンゾチアゾール－５－イルアミノ）－６－キナゾリニル］ス
ルホニル｝エタノール、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－
イルスルホニル）－４－キナゾリンアミン、
　３－｛［４－（１，３－ベンゾチアゾール－５－イルアミノ）－６－キナゾリニル］ス
ルホニル｝－３－メチル－１－ブタノール、
　Ｎ－（５－フルオロ－１Ｈ－インダゾール－３－イル）－６－［（１－メチルエチル）
スルホニル］－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－（４，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－６－［（１－メチルエチル
）スルホニル］－４－キナゾリンアミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－３－イル）キナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（１，３，４－トリメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－５－イル）キナゾリン－４－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）ベンゾ［
ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（イソプロピルスルホニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）ベンゾ
［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニ
ル）キナゾリン－７－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－エトキシキナゾリン－４－イル）ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－エトキシキナゾリン－４－イル）－
Ｎ－エチルベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（ジフルオロメトキシ）キナゾリン
－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２，２，２－トリフルオロエトキ
シ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（メトキシメトキシ）キナゾリン－
４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（シクロヘキシルメトキシ）キナゾ
リン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－
４－イル）オキシ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－クロロエトキシ）キナゾリン
－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）キ
ナゾリン－７－オール、
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　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルチオ）－７－イソプロポキシキナゾリン－４－イル）ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－イソプロポキシキナゾリン－４－イ
ル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　エチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－
ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）－２－メチルプロパノアート、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）－２－メチルプロパン－１－オール、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホ
ニル］－７－エテニル－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－１，３－ベンゾチアゾール－５－イル－６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホ
ニル］－７－エチル－４－キナゾリンアミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－クロロキナゾリン－４－イル）ベン
ゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－クロロ－Ｎ－（４，５－ジメチル－１Ｈ－
ピラゾール－３－イル）キナゾリン－４－アミン、
　６－［（１，１－ジメチルエチル）スルホニル］－Ｎ－（５－フルオロ－１Ｈ－ピラゾ
ロ［３，４－ｂ］ピリジン－３－イル）－７－（メチルオキシ）－４－キナゾリンアミン
、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（４，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－
３－イル）－７－メトキシキナゾリン－４－アミン、
またはその塩
である、請求項１に記載の化合物または塩。
【請求項１０】
　２－（（４－（（４，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）アミノ）－７－メ
トキシキナゾリン－６－イル）スルホニル）エタノール、
　（Ｒ）－１－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－２－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－プロポキシキナゾリン－４－イル）
ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－（メチルチオ）エトキシ）キ
ナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（７－（２－ブロモエトキシ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン
－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（４－クロロ－３－メトキシフェニル）－
７－メトキシキナゾリン－４－アミン、
　５－（（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）
アミノ）－２－クロロフェノール、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－メトキシ－Ｎ－（３－メチル－１Ｈ－イン
ダゾール－６－イル）キナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－
７－メトキシキナゾリン－４－アミン、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－Ｎ－（１Ｈ－インダゾール－６－イル）－７－
メトキシキナゾリン－４－アミン、
　（Ｅ）－３－（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－
ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）プロパ－２－エン－１－オール、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン
－６－イル）スルホニル）エタノール、
　（Ｒ）－メチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔ
ｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパノアート、
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　（Ｓ）－メチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔ
ｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパノアート、
　メチル２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－
ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパノアート、
　（Ｒ）－２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　（Ｓ）－２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）プロパン－１－オール、
　６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－４－（（４－クロロ－２－フルオロフェニル）
アミノ）キナゾリン－７－オール、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルフィニル）－７－メトキシキナゾリン－４－イル）
ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アセトアミド、
　２－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ－ブチル
スルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）酢酸、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－（メチルスルホニル）エトキ
シ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（２－（イソプロピルスルホニル）
エトキシ）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　（Ｅ）－メチル３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔ
ｅｒｔ－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アクリラート、
　（Ｅ）－３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アクリルアミド、
　（Ｅ）－３－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－６－（ｔｅｒｔ
－ブチルスルホニル）キナゾリン－７－イル）オキシ）アクリル酸、
　Ｎ－（６－（ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル）－７－（ビニルオキシ）キナゾリン－４－
イル）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ，Ｎ－ジメチル
キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－イソプロピル－７－メトキシ
キナゾリン－６－スルホンアミド、
　Ｎ－（７－メトキシ－６－（ピロリジン－１－イルスルホニル）キナゾリン－４－イル
）ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－アミン、
　Ｎ－（７－メトキシ－６－（モルホリノスルホニル）キナゾリン－４－イル）ベンゾ［
ｄ］チアゾール－５－アミン、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－
７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（テトラヒド
ロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシ－２－メチ
ルプロピル）－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　１－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン
－６－イル）スルホニル）ピロリジン－３－オール、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）
－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（２－メトキ
シエチル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（オキセタン
－３－イル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
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　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－Ｎ－（２－（ジメチルアミノ）エ
チル）－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　１－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン
－６－イル）スルホニル）ピロリジン－２－カルボン酸、
　１－（４－（（４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシキナ
ゾリン－６－イル）スルホニル）ピペラジン－１－イル）エタノン、
　Ｎ－（２－（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）エチル）－４－（ベンゾ［ｄ］チアゾー
ル－５－イルアミノ）－７－メトキシキナゾリン－６－スルホンアミド、
　４－（ベンゾ［ｄ］チアゾール－５－イルアミノ）－７－メトキシ－Ｎ－（（テトラヒ
ドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）メチル）キナゾリン－６－スルホンアミド、
またはその塩
である、請求項１に記載の化合物または塩。
【請求項１１】
　以下の式：

【化３】

の化合物またはその塩である、請求項１に記載の化合物または塩。
【請求項１２】
　前記塩が、前記化合物の薬学的に許容可能な塩である、請求項１～１１のいずれか一項
に記載の化合物または塩。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩と、１または複数の薬学的
に許容可能な賦形剤とを含んでなる、医薬組成物。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の化合物またはその薬学的に許容可能な塩を含んでなる医薬組成物で
あって、ぶどう膜炎、皮膚炎、急性肺傷害、２型糖尿病、関節炎、関節リウマチ、炎症性
腸疾患、潰瘍性大腸炎、クローン病、早期発症型および腸管外炎症性腸疾患、実質臓器移
植における虚血再灌流障害の防止、非アルコール性脂肪性肝炎、自己免疫性肝炎、喘息、
全身性エリテマトーデス、多発性硬化症、サルコイドーシス、ブラウ症候群／若年発症サ
ルコイドーシス、ウェゲナー肉芽腫症、および間質性肺疾患から選択される疾患を処置す
るための、医薬組成物。
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